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ろ う 黒 染 め に 間 す
中嶋哲生、滋賀県短大　 清水慶昭、
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三 重 大 教 育　 ○ 木 村 光 雄

．近 年 、 絹 織 物 の 染 色 に つ い て も 堅 ろ う 度 の 高 い こ と 特 に 洗 濯 に 対 し て 堅 ろ う な こ

求 さ れ て い る 。 洗 濯 堅ろ う 度 の 高い も の とし て は 反 応 染 料 が 考 え ら れ る が 、 反 応 染

廳 色 特 に 黒 色 を 得 るこ と が 困 難 で あ る。 本 研 究 は 浸 染 法 に よ っ て 家 蚕 絹並 び に 杵 蚕

好 な 黒 色 に 染 め 且 つ 高い 堅 ろ う 度 を 得 る こ と を 目 的 と す るも の で あ る 。

。 研 究 の 方 法 を 染 料 の 開 発 と 染 色 法 の 二 つ に 分 け た。 ま ず 、 現 在 用 い ら れ て い る 各

料 に つ い て 、 そ れ ら の 色 調 、 堅 ろう 度 と 染 料 分 子の 大 き さ 、 形 、 親 水 性 ／ 疎 水 性 の

ど を 検 討 し 、 そ れ ら の 結 果 に 基 づ い て ミ ーリ ン グ タ イプ の 酸 性 染 料 及び １： ２ 型 金

染 料 を 改 良 し た 若 干 の 染 料 を 合 成し た 。 得 ら れ た染 料 は い ず れも モ ノ アソ 系 ま た は

ソ 系 で あ る が 、 水 溶 性 基 とし て スル ホン 酸 基 ま たは カ ル ボ キ シ ル 基 を 、 疎 水 性 基 と

フ タレ ン 環 、 アン ト ラ セ ン 環 ま た はカ ル バゾ ール 環 を 導 入し 、 ま た、 必 要 に 応 じ て

塩 化 を 行 っ た。 次 にこ れ ら の 染 料 に よ る 染 色 の 方 法 を 家 蚕 絹 と 祚 蚕 絹 と の そ れぞ れ

て 検 討し 、 染 着性 と 堅 ろ う 度 を 測定 し た 。

。 得 ら れ た結 果 を 総 括 す る と 、 芳 香 環 の 数 が ３ 個以 下 の 染 料 で は 黒 色 が 得 ら れ ず、

る 程 堅 ろ う 度 が向 上 す る が そ の 反 面 水 溶 性 が 小 さ く な っ て 染 着 性 の 低 下 を 来 す。 従

芳 香 環４ ～ ５ 個 と 水 溶 性 基 ２ 個 程度 を 適 当 に 配 置 さ せ たも の 、 例え ばト ア ミ ノ フ ェ

ス ル ホ ン 酸 を ジ アソ 化し オキ シ アン ト ラ セ ン カ ル ボ ン 酸 に カ ッ プ リ ン グ せ し めCo 錯

た 染 料 な ど に よっ て 良 好 な 結 果 を 得 る こ と が 出 来 た。 ま た 、 染 色 の 際 の 助 剤 添 加 の

金 属 イ オン の 使 用 な ど も 大 き な 効果 を も た ら すこ と を 知 っ た。

分散型反応策料にa l 絹・ 染色
羞貿県え短大（ 象）o 達明美保子 ぱ ）通水庵昭

三食大教喬　木村光雄

目的　 分散 染料 のk.i､ ＼t水.;St 堅 多 わ^  ,り|  ft r. 昇華 や涜職略参iiに弱 い こ.t t  あ る．速

反応 塗料 はれ這堅 ろう度 び`涛 れ11. ヽI.   ? こ ご反ﾉたヽ型 の分散 筆料 を恥 ヽれば よ、ヽ <n で"

It い り ヽヒ 考 えh れI.　 １ こｒ 本報r-  IS 新 し い 分散 型 反だ 肇糾 を冷 成 し.    lii  ら<ri 絹 に 吋

寸 る繁 色fi  を調A-  た結 果 に->   ヽヽｔ 報%  す る.

方 茲　 用 い だ夕 散 型 反 を 嘸料 は.   ど-  Iレ%  Iレ ホ ン-1  （A),  モ ノ クロIレト リ ア ジ ン型C  B）,

ジ7  ロIﾚ い| ア ジ ン型（c)r こ れ ら の化 学構 造 を*. 川'- 禾 しre.   絹 恥t  ／1  Y ンHC （I 騨)

ど 違峠(.  re も の をffl I'  /■こ，肇 色（ 絹 布ひ.2g^,染粁 濃 度| ～70剛）‾ら 心 ，pH2 ～10,    淘 比I   ;|o・ｏ

時 間OS ～4hr.  )i't， 個 我徊 に よ■>   I 木 反 だ 染料 瓦除 去し　 ざ らに 栄 色 々 を席 料 紐^'to 私

考 瞬 し 簡 支， 培 溝 を比 色i  .  固 驀 梁糾t  を 糾

結 果　 染料A  t  B に っ ヽヽ ^ は ． 高湿 ほ ど， また， 繁 色時 間 を 長４ するli  i.'，M% 量b< 多

か ． だ

Table. I

こ れ ら の 唆 粁 の 鴎 着-I  IS  同 一 装 料 濃 度r  策 色I-  た 場 合.    一 報 的 な 分 散 華 粁 の 梁 着
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Fig. I Fixation Qf DyaA for silk

｛pHa ，Ihr)

Conc or  Dv ● (Xl(r>-<il/|)

Fig.  2 Fixation  of  OyeA  and  B

for  silk  (pH6.  QO ゛C.lhr)

-i ぷ ツ クヽ な ツ 多い。 し か しな

≪'ら. 塗 料 乙 川 召着 量･J^ け

Iこ少'5: ヽヽ .   な あヽ . 塗 料B  。 場

劃　 釆浴 に非 イ オV    界&  冶 征

徊 を加 え^  も 固 着i  I- は｡殆 ど

'f 化 が な かりT'.  .


